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令和２年６月１５日

各支部・クラブ事務局・会員 様

岡山県ペタンク連盟

会長 毛利鏡子

岡山県ペタンク講習会（資格検定）案内

昨年度新型コロナの為に中止となった「ルール・レベルアップ講習会（含資格検定）」

の代わりとして、資格検定受検の機会を保障するために実施する講習会の案内です。

昨年度の「ルール・レベルアップ講習会」において「資格検定希望」の方は全員参

加をお願いします。

１．趣 旨 ペタンク競技規則を正しく理解するための審判員講習会と、ペタンクを

普及・指導していく指導員講習会を開催し、日本ペタンク・ブール連盟公

認のＣ級審判員の検定試験、及び、初級指導員の検定試験を行う。

２．主 催 岡山県ペタンク連盟

３．後 援 岡山県レクリエーション協会

４．日 時 令和２年７月２３日（木）祝日

受 付 ９：００～ 開会行事 ９：１５～

実技講習・講義・（資格検定） ９：３０～１５：３０

（昼食休憩 12:00～ 13:00） 閉会 １６：００

５．会 場 岡山ふれあいセンター （岡山市中区桑野 715-2）
※雨天の場合 審判員講習会は実施

指導員講習会は延期（期日未定）

６．対 象 昨年度の「ルール・レベルアップ講習会」に資格検定を希望した申込者

※上記対象者以外で今回の講習会に申込み希望の方がおられましたら、

申込みを受け付けます。

７．講習内容 Ａ講習…ペタンクの審判員講習

➀競技規則の学習 ②計測等実技講習

③審判員資格検定試験

（資格検定を受けない方→試合形式の練習でルール確認）

Ｂ講習…ペタンクの指導員講習

➀指導法と実技講習 ②ペタンク競技の基礎知識学習

③指導員資格検定試験

（資格検定を受けない方→練習アトリエで練習）

８．受講料 当日集金

岡山県連盟会員・日本連盟会員 ２０００円

（参加費１０００円・資格検定料１０００円）

一般参加者３０００円

（参加費２０００円・資格検定料１０００円）

※検定を受けない場合は参加費のみ
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９．講 師 審判員講習 髙田常夫（日本ペタンク・ブール連盟Ａ級審判員）

指導員講習 毛利鏡子（日本ペタンク・ブール連盟中級指導員）

10. 申込み
７月１１日（土）必着で、郵送・ＦＡＸ・メール等で下記まで申し込む。

〒 709-0806 赤磐市尾谷３８１ 岡山県ペタンク連盟事務局 井上隆治

FAX 086-955-0481 携帯電話 090-5267-9706
メールアドレス takakeiayu@mx9.tiki.ne.jp

岡山県ペタンク講習会（資格検定） 2020.7.23
参 加 申 込 書

参加申込者氏名
該当に○

該当に○

（講習内容 代表者の連絡先
検定有無）

申込代表者 ・会員 講習内容 代表者住所
・一般 Ａ Ｂ

・ジュニア 検定申込

審判員 Ｃ級 〒

指導員 初級

その他の申込者 ・会員 講習内容 住所

・一般 Ａ Ｂ

・ジュニア 検定申込

審判員 Ｃ級

指導員 初級

・会員 講習内容
代表者電話番号

・一般 Ａ Ｂ

・ジュニア 検定申込

審判員 Ｃ級

指導員 初級

・会員 講習内容 その他連絡欄

・一般 Ａ Ｂ

・ジュニア 検定申込

審判員 Ｃ級

指導員 初級



- 3 -

講習会参加の皆様へ（コロナウィルス対応）

本会を開催するに当たっては「コロナウィルス対応」を徹底いたします。

次の内容をご理解の上参加ください。

○参加不可や参加辞退について

・講習会前２週間以内に発熱（３７．５度以上）や風邪症状で受診や服薬の方・臭覚

や味覚に異常がみられた方…参加不可

→岡山県連盟事務局（井上）へ欠席連絡

・感染拡大している海外の地域や国への訪問歴（14日以内）がある方…参加不可
→岡山県連盟事務局（井上）へ欠席連絡

・当日受付時に発熱や体調不良が確認された方…参加辞退

→当日早朝、発熱（３７．５度以上）や体調不良（風邪の症状…咳・悪寒・のど

の痛み・鼻水）がある場合は出発前に欠場を決断してください。

・講習中に発熱・体調不良が確認された方…講習会途中棄権

○講習会運営について

・受付時に体温の測定ならびに風邪症状の有無を確認する。

・手洗いのこまめな実施を要請する。

・手が多く触れる場所を殺菌消毒液で定期的に拭き取る。

・できる限り密集を避けて適当な間隔をとる。

・大声での発声を控え、マスクを着用する。（飛沫を防ぐため）

※マスクは各自持参でお願いします。

・講習会後、参加者に感染者が確認された場合

→感染が確認された本人は必ず主催者に連絡をする。

→主催者は該当の講習会参加者全員に連絡を取り、症状の確認をする。

→保健所などの公的機関に連絡し、聞き取りに協力する。

→濃厚接触者となった場合には、２週間を目安に自宅待機の要請に従う。


